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研究成果の概要（和文）：国家の統治能力が極めて低い状況を指す「国家の失敗」を活躍の場と

する「武装集団」についての解明が、紛争後社会の秩序あるガバナンスの構築にとって不可欠

な課題となっている。この問題意識を念頭に、本件研究は、そもそもなぜ「武装集団」化する

のかという問いについて、「国家の失敗」化との連動プロセスにおいて明らかにすることを目的

としており、アフリカにおけるリベリア事例を中心に研究成果を提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：A research on “state failure” which is widely designated as a 
furtile soil for armed groups under low level of state legitimacy becomes essential to 
establishment of governance with order in societies after ending armed conflict.  In this 
regard, this research intended to analysis a dynamic process of relationships between 
state failure and armed group and attempted to show an outcome from this research in the 
field of International Relations, especially on a case study of Liberia. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)本件研究代表者は、本研究開始以前に、国
内紛争における和平合意後の平和維持と平
和構築との複合的連動に関する「DDR」（元
戦闘員の武装解除[disarmament]、動員解除
[demobilization]、再統合 [reintegration]の

略）の研究を進めてきた。国際平和活動にと
って治安の安定化と経済社会開発とを同時
に促進させる DDR は不可欠な作業である。
ただし、こうした DDR による介入には、武
装集団間の調整や、現地社会主導による平和
構築の尊重など、極めて「政治」的な配慮が



必要である。そのため、DDR「プロジェクト」
が終了しながらもなお武力衝突の絶えない
アフガニスタン事例など、DDR という現象
を国際政治学上の観点から分析する論考も
多い。しかし、これまでの DDR 研究は国際
平和活動における DDR の政治的な役割自体
に焦点を置く傾向にあり、武装解除の対象と
しての武装集団の構造や、その武装集団化の
プロセスをたどるような分析はなかった。 
 
(2)他方、冷戦終結後に顕在化する国内紛争の
解明を目指し、その現象を捉えようとした国
際政治学上の代表的な研究として、「失敗国
家」や「破綻国家」についての議論がある。
国外ではウィリアム・ザートマンやロバー
ト・ロトバーグらによる研究が代表的である。
国内においても、アフリカにおける破綻国家
を研究する遠藤貢氏や「国際秩序と国内秩序
の共振」として国内紛争の構造を研究する石
田淳氏の研究業績などがある。また、「破綻
国家」や「失敗国家」と関連して、基準とし
ての「主権国家」についての研究もある。本
件研究代表者は、これら「失敗」しつつある
国家を主権国家の政治的動態（例：国家ガバ
ナンスの構築）として捉えつつ分析を試みる
ことが、多発する武力紛争の構造を明らかに
する上で欠かせないものと考えた。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では、2 年という研究期間を鑑み、
西アフリカに位置するリベリアの紛争事例
に絞ることで、より精緻化した「失敗国家」
化と武装集団化との連動のメカニズムを明
らかにしようとした。 
 
(2)平成 19 年度米国国際政治学会（ISA）
（2008 年大会）および平成 19 年度日本国際
政治学会研究大会での発表内容をさらに深
化・発展させる方向で、以上に示した本研究
の全体構想を具体化するために、理論研究お
よび実証研究の両面から以下の 3点を本研究
の具体的目的として掲げた。 
①「失敗国家」化と武装集団化との連動に関
する理論分析について、主に国際安全保障論
や平和構築研究の観点からさらに発展させ
る。 
②1990 年代（第一次内戦）と 2000 年～2003
年（第二次内戦）を通じて「失敗国家」化し
たリベリアについての実証研究を進めるた
め、現在国家建設の進む同国への現地調査を
毎年おこなう。 
③リベリア紛争における主要なステークホ
ルダーから地域的機構を外すことはできな
い。リベリア紛争に深く関与したアフリカ連
合（AU）と西アフリカ諸国経済共同体
（ECOWAS）への現地取材を実施する。 
 

３．研究の方法 
(1)本件研究代表者は、研究手法として、理
論研究（「新しい戦争」、ガバナンス、失敗国
家、非国家主体としての武装集団）及び実証
研究（現地調査として、紛争後地域のリベリ
ア、及び地域的機構の本部（エチオピア〔AU
本部〕及びナイジェリア〔ECOWAS 本部〕）を
実施することを目指した。 
 
(2)平成 20 年度は、主に理論研究のサーベイ
を進め、実証研究としてリベリア及びナイジ
ェリアへの現地調査を実施した。平成 21 年
度には、理論研究として、関連する理論を実
証研究と照らし合わせつつ検討し、継続的な
実証研究としてエチオピアでの現地調査を
実施した。 
 
(3)また、成果発表として、各年とも国内外
での学術報告を実施した。これらの報告内容
を踏まえて、学術雑誌に本研究に関する論文
（主に英語）を順次発表した。 
 
４．研究成果 
(1)平成 20 年度の研究成果 
本研究の目的であるアフリカにおける「失

敗国家」を活動の場とする武装集団について
の解明に照らして、平成 20 年度は、「失敗国
家」に関する理論研究のサーベイと、リベリ
アおよびナイジェリアの現地調査にもとづ
く実証研究との双方を、その中間段階の作業
としておこなった。 
理論研究としては、1990 年代から主にロバ

ート・ロトバーグやウィリアム・ザートマン
らによって蓄積されてきた「失敗国家」に関
する主要な研究をまとめつつ、武装集団と
「失敗国家」との関係性について論じた最近
の海外での研究動向を踏まえた論考をまと
めた。その際、国内におけるこれまでの「失
敗国家」に関する議論についても参考にした。 
 実証研究としては、平成 19 年度に引き続
き 2度目となるリベリアへの国外調査を実施
したほか、リベリア平和構築の実施のための
ひとつの誘引となった地域機構（西アフリカ
地域経済共同体[ECOWAS]）本部（ナイジェリ
ア）を訪問した。平成 20 年度はリベリア平
和構築における元戦闘員の動向についての
特色を論文にまとめたほか、西アフリカの地
域機構がリベリアを取り巻く国家や武装集
団に及ぼした影響についての論考も発表し
た。 
また、本件研究経費により、本研究のこれ

までの調査を踏まえ、ドイツ・ボンに本部を
もつ国際的研究機関（ボン軍民転換国際セン
ター[BICC]）主催の国際会議にも出席し、研
究者や実務者とも意見交換をする機会を得
ることが可能となった。 
  



(2)平成 21 年度の研究成果 
平成 21 年度には前年度までの研究実績を

踏まえ、本研究の目的であるアフリカにおけ
る「失敗国家」化と武装集団化との連動につ
いての研究成果報告を積極的におこなった。
本件研究代表者は、武装集団の活発化と連動
する「国家の失敗」の状況についての理論分
析を深めると同時に、本件研究対象としての
リベリアの紛争事例のみならず、アフリカに
おけるその他の紛争国やアフガニスタンの
事例を並行して取り上げつつ分析の幅を広
げる試みもおこなった。 

本年度の研究は、前年度の研究（先行研究
の整理、「国内的アナーキー」や「新しい戦
争」などの関連概念の検討、リベリアの事例
研究）を踏まえている。 

とくに理論面では、①主権国家体制強化の
歴史的プロセスにみる「国家の失敗」論の再
考、②「新しい戦争」時代の「国家の失敗」
と武装集団との関係、の２点について論じた。 

すなわち本件研究代表者は、第一に、主権
国家のガバナンス能力が極めて低い「国家の
失敗」の状態について、17世紀以降に成立し
た主権国家体制の制度化の歴史を紐解くな
かで再考する作業をおこなった。このことは、
現代武力紛争における「国家の失敗」の特殊
性を相対的に浮かび上がらせるとともに、武
装集団が関与する「国家の失敗」の原因が長
期的な歴史的プロセスおいても観察しうる
という学術的意義をも示すことにつながっ
た。 

そして第二に、本件研究代表者は、Mary 
Kaldor によって提起された「新しい戦争」論
が「国家の失敗」の議論とも連動しうる点に
ついて着目し、「新しい戦争」の主要主体と
しての武装集団の特色について、さまざまな
形態の「国家の失敗」を分類化する中で論じ
た。 

これにより、国際・地域・国内といった多
層的なレベルにまたがる「失敗国家」化と武
装集団化との多様な連動関係を示すという
研究上の意義のみならず、その多様な連動関
係に対応する平和構築のための研究・実践上
の重要性をも示すことにつながった。 
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